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は じ め に

本年払 7カガイ資源量がどのようVCなって来ているのか､またその分布や漁場環境かど･Z)よう把な

って来ているのかを把握して､7カガイ漁業の指針とするためvc調査を行なったo調査を行なう'JC当っ

て､御協力を頂いた八桁由成氏､船橋陸男氏yE厚 (お礼申し上げるO

調 査 方 法

1. 調査 時期

昭和44年6月10日から6月14日まで

2. 調 査 点

陸奥湾内の共同漁業権水域を除いた水域の59点

3. 調 査 船

第2長福丸 1.97tll馬力､秀丸1.98tll馬カ ー

4. 調査項目とその方法

1)気象海洋調査

斗･+第 1図 調 査 地 点測深､測温 (気温､表層､底

層水温)､ 天気､雨量､風力､波浪測深- 縄を用い､紬 は1io目盛の棒状水銀温変計を使用し

､底層水温はフレガーボトルコアサンプラーでとれた泥土の採

取水を測定 した｡2)底質

の調査底質硬変､底質粒度組成フレガーボトルコアサンプラーで採泥出来た泥の深さを底質

硬変としたo採泥は上記サンプラーを用いたo底質の粒度組成は節別

法で行なった.3)生物学的調査ァヵガイ分布状態､穀長重量組成､資源量､その他の底生生物の

採捕量､代表的生物Iの分布状態oァヵガイならびにその他の底生生物は第1表IjC示す陸奥湾で普通

IK用いられているアカガイ桁綱を毎分平均46mの速度で曳網採集

した｡調査結

果および考察1. 気象海洋調査測深､測温､天気､雲量､風向､風力､波浪vcついては

､第2表yc示すとおDであったo酵 詳細は青水増資料 844-J%.15にて発表済み



2.､底質の調査

底質の調査結果から粒径加積曲線

を描き､この加積曲線の形態から各

観測地点の底質の特性をA型､B型､

C型､D型vc分類した.A型は粒径

125-1,000〝の粒子が組成の

約44-78虜を占めている｡この

塾はSt､15,･24,27,28,31,34,

48,51,52,53,54,55,57,58

か属する｡

第 1表 朽網の構造

部分の名藤 第2長福丸 秀

丸桁 網 の 巾 160cm 1

60cm歯 (爪) の 長 さ 40.5c

m 42cm歯の間隔 (先 端 ) 6.5cm 6.5cm

歯 の 数 26本 26本網 目の

大 き さ 5x5cm 5x5cmB型は粒

径250P以下か90-93藤を占めておD､粒径1,00

0JL以上の粒子は殆んど含まれていないOこ

の型はSt､1,2,が罵する｡.C型は粒径63F

L以下が34,5-54.7多､粒径63-2,1)00JLか1

7.7-58.3飾､2,000/l以上が5.3-38

.0多を占めている｡この型はSt8,1

2,14,20,32が罵する.D型は粒径63F

L以下が組成の約46虜～94虜､粒径63p-25

0Pが3.8-34.2虜､粒径250JL以上が1.1帝

～24.5藤を占めている.この型はSt､3,4,5,-6,7,9,ll,1

3,16,17,18,19,21,22,25,26,29,30,33,3

5,36,37,38,39,40,41,42,43,44,45

,-46,49,50が罵するo粒径63Jl以

下の粒子含有率を第4図IJC示した.陸奥東湾では､

大体中央部の60-70虜の含有率から陸岸vc

向って低い含有率になっていたO陸奥西湾では､西側か低

く､東側が高い含有率となっていた｡昭和40年変調査と比較してみると､全体的には､

第
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ここでい う7カガイ資源量とは､調査vcよb得ら

れた漁獲量を朽網の漁獲効率で除して求めたもので､

桁網で採捕出来る7カ.ガイのみを対象としているo

また､桁網の漁獲効率vcついては､従来の7カガ

イ資源調査では17虜を採用しているIZ)で､17串

を基本としたか､再考を要すると思われる問題も生

じて来た｡

l 個体数分布

個体数分布を第5図vc示 した｡重量分布と近似

的な傾向かあったか､幾分かもむきが異る点とし

てSt､6では20個以上の分布をみたoこの調査

点では平均重量2509以下の小型アカガイが主

体を占め､陸奥西湾のSt､42,46当で平均重量

が500g以上であったのと対称的であった｡

2)7カガイの組成

l 穀長､穀高､穀巾組成

今回の調査で採捕された7カガイの穀長､穀高､

穀巾組成を第6図vc示した.穀長は12-15cm

vE､穀高は 8-10cmyC､穀巾は6-9cmyCモード

ドがみられた｡

J'i重量組成

全湾で採捕された113個ycついての重量組成

を第7図忙示した.組成は100-1,1009の

問ycみられ､200- 700gでは､大体同数の

組成がみられた｡青森県の7カガイの販売サイズ

第4図 ･粒径63P以下の粒子

含有率 (妬)第5図 7カガイ個体数分布(1,0001TP当b､漁獲効率1



第 2表 7カガイの組成

大中小別年度極小月 小月 中月

大月38年40年42年44年 i 妬?.管25.924.019.5 S25.8.1.■41.50.949.156.844.027.4 15.417.?50.752.2

3.)7カガイ資源量過去の調

査vcおける資源量推定vcは､下記の算式か採用されている

op-sx"ix去た

だしP･･資

源 量S･･漁

場 面 積S･･曳網 面 積N･･syc対する漁獲量の平均値

E･･朽網の漁獲効率(漁場面

積は漁獲量分布を海図上vc描き､その分布面棟 を計測するこ

とvcよ_b求めた)今回

もこの算式で陸奥東湾の7カガイ資源量を推定し

てみると､P三言349x 0.4330.001 0.17
x
去
-890(I)

書

別

川

E
j
E
3
E3

第 6図 7カガイ穀長､穀高

､殻巾組成和

せ 小泉 胡 大臭第 7図 7カガイ

重量組成(e曹_oであD､9

5多信頼限界巾をとると､576-1,

206tとなったoまた個体数ycついても

同様vc推定してみると､P=2,344

,000個､95別言頼限界巾は

1,500,000-3,1

88,000個であったo陸奥湾では

p-939t､ 95多信頼限界巾は､307-1
,
564t

で個体数は ､P≡l,686,000個､ i i .Ill. . .. .u.

gJI. 1



｢

95啓信頼巾は599,000-1,773,000個であった｡なお朽網の漁獲効率を17帝の他vclO

帝､20虜､25虜を採用してみると第3泰Z)ようyCなった0

第3表 具をる漁獲効率による推定資源量および個体数

漁獲効率多 推定資源量 P.....I 推定個体 数 P.....予価陸 奥 東 湾 陸 奥 西 湾 陸 奥 東 湾

陸 奥 西 湾10 1,512 1,596 5,

985 2.86617 890 959

1 2,544 1,68620 756 798 1.992 1,455

25 605 659 1,594 1,146昭和38年以降の7カガイ資源調査結果

による推定資源量は､第4表･Z)ようVCなっている.第

4表 推定資源量の推移 (朽網の漁獲効率17蕗の場合)年産
昭和38年 昭和40年 昭和42年 昭和44年陸奥東湾 陸奥西湾 陸奥東湾 陸奥西湾 陸奥東湾 陸奥西湾 陸奥東湾 陸奥

両帝漁場面積印 594 98 594 110 486 124

594 117推定資源卦t) 2,164 515 715 55 556 109

890 959今年度の資源調査では､

昭和40､42年変の調査把比べ､資

源量が多(推定され 1,00た｡しか

し､第9図yE示した様yc､7カガイ漁

業者の漁獲状況や第2表の大中小月別出現頻

度からば､資源が増加しているようには思わ

れない.この原因として､調査時yc偶然vc多

くの漁獲をみたという事と桁網の漁獲効率の

間符かあげられる.調査時yc､St42､

46では､それぞれ12個体､13個体の

漁獲かあったのVC､その直後の確認の為

の曳網では､各々3回ずつ曳き､1回ycつき0-4個体の漁獲しかみなかった.また後者は､朽網の構造､操業者の技術､ 59606162656465666768年第9図 最近

10年間の陸奥湾把おける7カガイ漁獲高の推移曳綱時の潮流とか風向等の自然的条件yEよるものと
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4)底生生物

I 生物群集

底生生物のうちで全湾的vc出現を見た､7カガイ､マポヤ､スポヤ､シウ.) (イガイ､エブイ

ガイ､エゾヒバリガイを一括してシウリと俗称されている)､トリガイ､エブイシカゲ､ヒトデ､

ニ ッポンヒトデ､クコヒトデ､ニチリンヒトデ､スナヒトデ､キンコ､コモンィ.毛ナマコモ トキ

の13種を選び､種類毎の出現個体数の.百分率ycよって優占種を見た○ †.

また各調査点毎vC見て､典型優占種を持つ地点を第11図に示 した｡

St.1はスナヒトデが優占種

で､他地点では､st.20,22,

26,32,33,34,35.36,49,

50,51,54,55か罵する｡

St.2はシウリか優占種で､

st..3,4,9,25の代表型で

あるost.ユ2は､シウリ､

ヒトデ､ニ ッポンヒトデ､ス

ナヒトデが優占する場所で､

St13,14,16,18の代表型

である｡St12は､シウリ､

14,16,18の代表型である｡

St.L St･2 St.性 St.4a StSi

アサ廿4マポ1過亡1ユtJ†l>亡一入Ttー捕 -

第11図 代表調査

息 (信頼度90再)ヒトデ､ニ ッポンヒトデ､スナヒトデが優占する場所で

､St13,-St42は､7カガイが優占し､この他vcst6,7,8,4

2,43.46が見られたo St56はマポヤ､シウリが優占し､他ycst53,57,

58が見られた｡7カガイと生息環境が似ている底生生物を見つける事を目的vcしたが､底

質との関連性､生息環境を同じycする底生生物を見?けることは､今回の調査

では出来なかった.ii 7カガ

イとヒトデ類の関係7カガイの食害種として､ヒトデ､ニッポンヒトデ､クコヒiデ､ニチリ

ンとトデをとbあげこれを一宿ヒトデ類とした｡昭和40年､42､44年度の7カガイとヒトデ類の

個体数分布をt'虜 12､13､14図vc示した.これJKよると7カガイとヒトデ類の高密度

分布地点が近接 し､ヒトデ類の多い場所では7カガイは少な(､ヒトデ類が少ない場所vc7カガ

イか多t分布する傾向が見られた｡この事よbヒトデ類は､7カガイ資源量vE筆太な影響を及ぼ

していると思われ､その駆除に本格的把取組む必要かあ
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第12図 昭和40年度7カガイ ･ヒトデ

類個体数分布図 (個体/1,0(カm2

)第14図 昭和44年度アカガイ ･ヒトデ

類個体数外布 (個体/1,000m
B




